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1. はじめにはじめにはじめにはじめに 

企業を取り巻くビジネス環境は常に変化しています。ビジネスを支える ICT において

も例外ではありません。今日のビジネスの変化に対応するために、現在の ICT 基盤への

投資や IT 運用コストを削減し、ビジネスに直結したサービスを迅速に提供可能なクラウ

ド型の ICT 基盤の構築に投資を実施することが急務となっています。 
とりわけビジネスの中核となるデータベースにおいては、統合によって投資や IT 運用

コストの削減を達成することや、新たなビジネスプロジェクトやサービスの開始時にデ

ータベースを迅速に提供できる柔軟な拡張性を備えていることは、非常に重要です。 
 
データベースの統合では、「仮想サーバ環境での統合」、「インスタンス統合」、「スキー

マ統合」が以前からの方法ですが、Oracle Database 12c の登場により、「Oracle Multitenant
による Pluggable databaseでの統合」とういう方式が加わりました。 
それぞれの方式で優劣はありますが、「Oracle Multitenantによる Pluggable databaseでの

統合」は、集約率や拡張性で「仮想サーバ環境での統合」、「インスタンス統合」より優

れ、管理性では 3方式のなかで最も優れています。 
Oracle Database 12c によりデータベースの統合が以前と比較し大幅に容易になるだけで

なく、新規のサービスの追加に応じて、非常に迅速かつ柔軟に新たなデータベースを配

備することが可能となりました。 
 
一方、データベースが稼働する物理サーバにおいては、CPU やメモリ等の性能は向上

し、より大規模な統合は可能にはなりましたが、ビジネスの変動に追随するためには、

これまで、下記どちらかの方法を取るしかかありませんでした。 
1. 将来予想される使用リソースに事前投資（初期コスト大、将来予測困難） 
2. ビジネス拡大時に新規サーバ導入などの追加投資（システム構築費用大） 
しかしながら、このような対応では、変化の速い現在のビジネス環境に追随するサー

バ環境の提供や、投資や IT 運用コストの削減は、非常に困難です。 
 
この問題に対処するため富士通は、将来のビジネスの拡大や状況の変化に柔軟に対応

できるサーバとして、SPARC M10を開発しました。 
SPARC M10は、コア単位で CPUリソースを追加可能な「CPUコア アクティベーショ

ン」機能や、筐体単位で動的なサーバの構成変更が可能な Building Block方式の筐体接続

による「Dynamic Reconfiguration」（物理パーティションの動的再構成）機能を採用してい

ます。 
 
以上のように Oracle Database 12c と SPARC M10は、単体でもお客様の投資、IT 運用

コストを削減し、柔軟な拡張性を提供いたしますが、Oracle Database 12c と SPARC M10
を組み合わせることで、最も効率的で柔軟なデータベースサーバ環境を提供することが

できます。 
 
本資料では、Oracle Database 12c の Oracle Multitenant と SPARC M10-4Sの CPUコア 

アクティベーションと Dynamic Reconfigurationを用いて、サーバやサービスの停止を伴わ

ずに Pluggable database とハードウェアリソースが追加できることを確認しています。 
 
また、データベースサーバを拡張していく過程で、レスポンスタイムは一定でありな

がら、リニアにトランザクション処理量が増加していくことを検証しています。 
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2. Oracle Database 12c    Multitenant 

2.1 製品製品製品製品概要概要概要概要 

Oracle Database 12c の Oracle Multitenant1オプションは、革新的なデータベース内仮想化ソリ

ューションで、Oracle 12c のデータベースを統合して投資と IT 運用コストを削減します。

図図図図 1 に示すとおり、この革新的な技術は、Container database（CDB）のメモリとバックグラ

ウンド・プロセスを有効利用することにより、高い効率性と、個々の Pluggable database（PDB）
の高密度な統合を実現します。CDBに収容されている PDBテナントを組み合わせたものが

Multitenant Container Databaseです。 

 

図 1 Oracle Multitenant Container Database 

 
それぞれの PDBは移動可能な自己完結型データベースであり、独自のスキーマ、スキーマ・

オブジェクト、非スキーマ・オブジェクトが個々の PDBの SYSTEM表領域、SYSAUX 表

領域、USER表領域に格納されています。PDBごとに、CDB とは別の独自のデータ・ファ

イルを持つことで、データベースを簡単にアンプラグまたはプラグインでき、クローニン

グによって PDBを迅速にプロビジョニングすることができます。ルート・コンテナ・デー

タベース（CDB$ROOT）には、データ・ディクショナリ、SGAメモリおよびバックグラウ

ンド・プロセスが保持されます。 
 
Oracle Multitenant は、Real Application Clusters (RAC)、Oracle Data Guard、Oracle 
GoldenGate など、他の Oracle Database オプションを完全に補完します。このドキュメン

トに示すとおり、SPARC M10 の Dynamic Reconfiguration および CPU コア アクティベ

ーションと RAC および Oracle Multitenant の CDB 初期化パラメータでの動的な CPU リ

ソース変更の組み合わせで、PDB の迅速なオンライン・データベース・プロビジョニング

が容易になり、追加の PDB は、簡単な SQL 文でプロビジョニングできます。  
SPARC M10-4S の Dynamic Reconfiguration は、優れてコスト効率の良いデプロイメン

ト・モデルであり、Oracle Multitenant の高密度な統合の利点をさらに強化します。 

効率的なデータベース統合によって、このアーキテクチャには次のような実用的なメリッ

トがあります。 

• 一元管理によるデータベース管理の簡素化一元管理によるデータベース管理の簡素化一元管理によるデータベース管理の簡素化一元管理によるデータベース管理の簡素化 
Oracle Multitenantアーキテクチャには、データベース全体を管理出来る機能があり、

全ての PDBを common user で管理できます。簡素化された管理タスクとは、たとえ

ば、CDBのパッチ適用と全ての PDBのパッチ適用を 1回のパッチ操作で実行した

り、CDBのバックアップと全ての PDBのバックアップを 1回の RMAN バックアッ

プで実行したりするというものです。必要に応じて、管理を分離し、個々の PDBを

                                                   

1 Oracle Multitenantの詳細は、http://oracle.com/goto/Multitenantを参照してください。 
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local user で管理することもできます。  

• アンプラグアンプラグアンプラグアンプラグ/プラグインプラグインプラグインプラグインによるによるによるによる迅速な迅速な迅速な迅速なデータベースデータベースデータベースデータベース移動移動移動移動 
Oracle Multitenantのデータベース内仮想化によって、PDB表領域とデータ・ファイ

ルを個別に持つことができます。簡単な SQLコマンドを使用して、PDBを現在の

CDBから別の CDBに再配置できます。 

• SQL コマンドラインまたはコマンドラインまたはコマンドラインまたはコマンドラインまたは PDB セルフサービスアプリケーションでの高速シンセルフサービスアプリケーションでの高速シンセルフサービスアプリケーションでの高速シンセルフサービスアプリケーションでの高速シン・・・・

プロビジョニングプロビジョニングプロビジョニングプロビジョニング 
Oracle Multitenantは、完全なプロビジョニングと、PDBのシン・プロビジョニング

をサポートします。ASM Cloud File System (ACFS) のようなコピーオンライトを

サポートするファイル・システム・ストレージでは、簡単な SQL 文で PDB をスナ

ップショット・クローニングできます。さらに、PDB クローニング機能には、特定

スキーマのサブセット・クローニング、メタデータ・クローニングおよびソース・

データベースからのリモート・クローニングがあります。 

• アプリケーションアプリケーションアプリケーションアプリケーションのののの変更変更変更変更なしになしになしになしに既存のデータベースを容易に既存のデータベースを容易に既存のデータベースを容易に既存のデータベースを容易に PDB として導入として導入として導入として導入 
アプリケーションの観点からすると、Oracle Multitenantは、従来のデータベース（非

CDB）と同じです。アプリケーションの変更は必要ありません。   

SPARC M10で Oracle Multitenantを使用すると、効率的な統合と必要時にサーバ内のアプリ

ケーション高密化を可能にするキャパシティ・オン・デマンド・プロビジョニングによっ

て、投資を削減できます。また、Oracle Multitenantは、標準化、単純な SQL文もしくは Oracle 
Multitenant Self-Service Provisioningアプリケーションによる迅速なデータベース・プロビジ

ョニング、およびパッチ適用、アップグレード、バックアップを一元管理する CDB/PDBフ

レームワークによって運用コストを削減します。 

 

2.2 SPARC M10 でのマルチテナントの使用例でのマルチテナントの使用例でのマルチテナントの使用例でのマルチテナントの使用例 

Oracle Multitenantは、基本的には統合の場面で使用されます。IT 部門はサーバとソフトウ

ェアを統合することで、エネルギー・コスト、メンテナンス・コスト、ライセンス・コス

トを削減します。そして、統合により標準化が重要になります。IT コストのさらなる削減

は、効率的かつ低リスクな自動化されたプロビジョニングとメンテナンスによって実現さ

れます。Oracle Multitenantは、これらの要件を両方とも満たします。これらは、サービス・

ベースのアーキテクチャに移行する場合およびクラウド・デプロイメント・モデルにおい

て、最初に必要なステップです。Oracle Multitenantは、Oracleの Database as a Service (DBaaS) 
の基盤となるように作られています。また、アプリケーションではなくデータベースにマ

ルチテナント性を実装するので、Oracle Multitenantは Software as a Service (SaaS) に最適で

す。オーケストレーションによるクラウド・データベースのライフサイクル管理は、プラ

イベート・クラウドとパブリック・クラウドの相互運用と、オンプレミスのプライベート・

クラウドの両方に Oracle Multitenantを使用することで、より簡単になります。 

 

DBaaS 

Oracle Multitenantを使用して顧客は DBaaSを定義し、サービス・レベルごとに PDBのプロ

ビジョニングを選択できます。たとえば、図図図図 2 に示すとおり、顧客は階層化された可用性

のサービス・レベルに基づいて DBaaSカタログを定義できます。PDBは各層でプロビジョ

ニングでき、PDBのアンプラグ/プラグインによる移動性を利用して、アプリケーションの

可用性要件の変化に応じてサービス・レベル間を容易に移動できます。 
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図 2 Database as a Serviceのための Oracle Multitenant 

Oracle Multitenantと PDBによって向上する効率性とは次のようなものです。CDB が RAC
または Data Guardのいずれかで構成される場合、ある PDBを単一インスタンスの CDB か

ら RAC または Data Guardスタンバイ用に構成された CDB に接続すると、自動的に複数イ

ンスタンスの RAC PDBになり、Data Guardの場合は構成変更しなくても PDBの REDOが

自動的にスタンバイにレプリケートされます。アンプラグ/プラグインのサービス・レベル

を移行する API は簡単な SQLコマンドであるため、このような操作は任意のサービス・オ

ーケストレーション・フレームワークとシームレスに統合されます。 

 

SaaS 

データの分離、データベース・セキュリティ、一般的なレポート作成ツールが必要な場合、

アプリケーション・レベルでマルチテナント性を実装することが困難なときがあります。

Oracle Multitenantに SaaSアプリケーションをデプロイすると、このような要件に対応でき

ます。各 PDBは、他のテナントから物理的に分離されます。より高い分離性が必要とされ

る場合は、Database VaultやLabel SecurityなどのOracleセキュリティ製品をOracle Multitenant
に構成できます。 

 

図 3 Software as a Serviceのための Oracle Multitenant 

SaaSアプリケーションを使用する場合の多くは、アプリケーションで共通のデータ・モデ

ルが共有されます。Oracle Multitenantでは、SELECT文に CONTAINERS()句を使用して実行

することで、すべての PDBまたは一部の PDBを横断してレポート生成するための高速な問

合せ操作を行うことができます。独立した個々の PDBに問合せを実行する機能と、全部ま

たは一部の PDBに対してより大きな規模で問合せを実行する機能の組合せが、Oracle 
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Multitenantの独自の特徴です。 

 

クラウド・スケール・コンピューティングクラウド・スケール・コンピューティングクラウド・スケール・コンピューティングクラウド・スケール・コンピューティング 

Oracle Multitenantと SPARC M10の Building Block方式の筐体接続および CPUコア アクテ

ィベーションは、プライベート・クラウドまたはパブリック・クラウドをデプロイするた

めの強力な組合せです。DBaaSと SaaSのキャパシティを必要に応じて拡大/縮小、インスタ

ンスを 1000個とまではいかなくても 100個まで増やせるようにスケールアウトしたデータ

ベースをデプロイすることができます。本資料では、オンライン・キャパシティ要求を満

たす 2つのソリューションを示します。大規模な統合の実現と、アプリケーションのパフ

ォーマンスを犠牲にすることなくトランザクション・ボリュームの総数を増やす例です。 
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3. SPARC M10 

3.1 製品概要製品概要製品概要製品概要 

SPARC M10は、最先端テクノロジーによる世界 No.1の拡張性と柔軟性、メインフレー

ムおよび SPARC Enterprise Mシリーズから継承する高い信頼性と高水準の技術力を備えた、

データベースサーバ等の基幹システムに最適な高性能・高信頼 UNIX サーバです。 
 

1U の省スペースに高い性能、信頼性、仮想化機能を備え、あらゆる用途に最適なエント

リーサーバである SPARC M10-1、データセンターの統合に最適なミッドレンジサーバの

SPARC M10-4、そして、「Building Block」方式の筐体間接続により、高いスケーラビリティ

を発揮するハイエンドサーバである SPARC M10-4Sの 3モデルをラインナップしています。 
 
全てのモデルが、「CPUコア アクティベーション」に対応し、CPU リソースは、1 コア

単位で段階的な拡張が可能です。なかでも、Building Block 方式の筐体間接続を採用した

SPARC M10-4Sは、ビジネスの成長に合わせて「Dynamic Reconfiguration（物理パーティシ

ョンの動的再構成）」により筐体も追加が可能です。 
 

3タイプのモデル（図 4）や柔軟なリソース追加を実現する機能により、お客様のビジネ

スの成長に合わせた投資を可能にします。 
 
 
 

 

図 4 SPARC M10のラインナップ 
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3.2 CPU コアコアコアコア アクティベーションアクティベーションアクティベーションアクティベーション 

SPARC M10では、業務量の増加に応じて、システムを停止せずに CPU能力を段階的に

増強可能な CPUコア アクティベーションに対応しています。 
急な負荷増加にも対応する柔軟性と、業務計画に合わせてきめ細かく対応できる拡張性を

実現します。 
 

CPU コア アクティベーションにより 1 コア単位で段階的なリソース追加ができるため、

サーバの使用開始当初、すぐに利用しないコアは未アクティベートのままにしておき、必

要な時に増強することで、初期投資を抑え、お客様の TCOを最適化します。 

 

 

 

図 5  CPUコア アクティベーションによる CPUコアの追加 

 

 

 

 
3.3 Building Block アーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャアーキテクチャ  

SPARC M10-4Sは、Building Block方式の筐体間接続を採用しています。最大 16台の筐

体（Building Block）を高速インターコネクトで接続することにより、高い拡張性を実現す

る SPARC M10-4Sは、1つまたは複数の筐体で物理パーティションを作成できます。各物理

パーティションは、物理的に独立した信頼性の高いシステム環境として利用することがで

きます。 
 
SPARC M10-4Sの物理パーティションは、1つの物理パーティションで業務負荷が高くな

った場合や万が一のトラブル時にも、他の物理パーティションに影響を及ぼしません。フ

ァームウェア層での仮想化機能「Oracle VM Server for SPARC」や、ソフトウェアレベルで

の仮想化機能「Oracle Solaris ゾーン」よりも、高い障害隔離性を実現します。 
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3.4 Dynamic Reconfiguration 

Building Block 方式で筐体間接続された SPARC M10-4Sは、標準機能で「Dynamic 
Reconfiguration」（物理パーティションの動的再構成）を採用しており、追加費用なしに使

用できます。Dynamic Reconfigurationは、CPUやメモリ、I/O などのハードウェアリソース

を、システムを動作させたまま物理パーティションヘ追加・削除することができる機能で

す。システム監視機構（XSCF）を通じて、物理パーティションの構成の変更や、ハードウ

ェアの組込み/切り離しなど、様々な構成変更を行うことができます。（図.6） 
 
物理パーティションの動的再構成の利用により、業務拡張や新規業務の追加などの要求

に応じたタイムリーなリソースの追加（活性増設）や、ハードウェアの活性保守が可能に

なります。 
 
 

 

図 6  Dynamic Reconfigurationによる様々な構成変更 
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4. 検証検証検証検証 

前章までに述べたように、Oracle Database 12c は Oracle Multitenant による Pluggable 
Database、SPARC M10は、CPU コア アクティベーションと Dynamic Reconfigurationによる

ハードウェアリソースの追加削除を実装しています。 
本章では、Oracle Database 12c の Oracle Multitenantと SPARC M10の CPU コア アクティ

ベーションおよび Dynamic Reconfigurationを使用したデータベースサーバの拡大手法の詳

細を記載します。 
 

 
4.1    検証環境検証環境検証環境検証環境 

本検証では、データベースサーバとして、SPARC M10-4S（Solaris11.1） 、Oracle Databas 
12c、ストレージとして ETERNUS DX410 S2、負荷発生装置として PRIMERGY RX200 S7、
Oracle Load Testing Accelerator for Oracle Databaseを使用しています。 
 
 
4.1.1    使用ハードウェアおよびソフトウェア使用ハードウェアおよびソフトウェア使用ハードウェアおよびソフトウェア使用ハードウェアおよびソフトウェア 
Database Server 

SPARC M10-4S(8units) 
  Processor : 3.7GHz SPARC 64X+, 4 sockets(16cores per soket) 

Memory  :1TB  
Operating System: Oracle Solaris 11.1.17.5.0 
 

Storage System 
ETERNUS DX410 S2(4units)   

HDD : 300GB (15,000rpm)  
I/O  :8Gbps FC 
 

Oracle Databese 
Oracle 12.1.0.1.4 
 

Network 
CISCO Catalyst4900M : Cluster interconnect Network switch 
Fujitsu SR-X324T1    : Local Area Network switch 
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4.1.2    システム構成システム構成システム構成システム構成 

データベースサーバは、Oracle Real Applications Clustersを用いて 2ノードの構成となって

います。（図 7） 

 

 

 

図 7 システム構成図 

 

 

 
4.1.3 ストレージ設定ストレージ設定ストレージ設定ストレージ設定 

Oracle Automatic Storage Managementと Oracle 12c Plugable Databaseは、下記の様に構成さ

れています。 
 

ストレージ容量   ： 62TB (total) = 1.3TB/LUN  x 48 
ASM Disk Group 構成：   S.A.M.E (Stripe And Mirror Everything) 

全ての DISK を 1つの DISK Groupに配置（図 8） 
格納データ     ： Data Base ファイル、REDO Log  
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図 8 RAID および ASM ディスクグループ構成図 

 

 
Plugable Database は、252個全てを ASM 内に作成し、PDBあたり 10GBの容量を確保し

ています。（図 9） また、CPUは、PDBあたり４CPUコアを割り当て、各 PDBには 10User
が接続します。 

 

 

図 9 PDB構成図 
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4.1.4 テストツールテストツールテストツールテストツール 

 テストツールは、Oracle Load Testing Accelerator (OLT) for Oracle Databaseを使用していま

す。ワークロードは、OLTP model (Online Shopping – JpetStore -)を使用しています。 
今回、Webサーバとアプリケーションサーバは使用していません。 
また、負荷を増加させる方法として、トリガーが起動し INSERTが実行されるたびに、LOOP
処理と SELECT処理が実行されます。 

 
4.2 検証検証検証検証内容内容内容内容 

 本節では、検証において設定した SPARC M10のリソース追加手順と Oracle Database 12c
の Pluggable Database追加手順を示します。 
 
4.2.1    CPU コアコアコアコア アクティベーションによるアクティベーションによるアクティベーションによるアクティベーションによるリソース追加リソース追加リソース追加リソース追加 

データベースの拡大に応じて、SPARC M10-4S の CPUコア アクティベーション機能を

活用し、ハードウェアリソース(CPUコアの追加)を実施します。 
 
稼働中の SPARC M10-4Sの CPUコアを追加する設定を以下に示します。 
SPARC M10-4Sのシステム監視機構（eXtended System Control Facility：以下 XSCF)から有効

になっている CPUコアの数を確認します。 

 

 

 

 

 

 
上記の例では、SPARC M10-4S 1台において、物理パーティションは１つの状態で、16個
の CPUコアが割り当てられている状態です。残りの 48個については CPUコアがアクティ

ベートされていない状態です。 
 
本検証では、データベースの拡大に合わせて、ハードウェアリソースを追加していきます

ので、CPUコアを有効化するために、CPUコアアクティベーションキーを追加します。 

 

 

 

 

 

 
上記の例では、48個の CPUコア分を有効化しました。 
 
 
 
 
 
 
 

XSCF> showcodusage 
Resource In Use Installed CoD Permitted Status 
-------- ------ --------- ------------- ------ 
PROC 16 64 16 OK: 0 cores available 
 
PPAR-ID/Resource In Use Installed Assigned 
---------------- ------ --------- -------------- 
0 – PROC 16 64 16 cores 
Unused – PROC 0 0 0 cores 

XSCF>addcodactivation "Product: SPARC M10-4S 
SequenceNumber: 116 
Cpu noExpiration 48 
Text-Signature-SHA256-RSA2048: 
SBxYBSmB32E1ctOidgWV09nGFnWKNtCJ5N3WSlowbRUYlVVySvjncfOrDNteFLzo 
: 
: 
1TSgrjnee9FyEYITT+ddJQ==" 
Above Key will be added, Continue?[y|n]:y 
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CPUコアが有効化されているか状態を確認します。 

 

 
CPUコアは有効化されましたが、物理パーティションに CPUコアが割り当てれれていませ

んので、引き続き CPUコアの物理パーティションへの割り当てを実施します。 

 

 
CPUコアが割り当てられているか確認します。 

 

 

 

 

 

 

 

次に、Oracleデータベースが稼働する論理ドメインに CPUコアを追加します。 
Oracleデータベースが稼働する論理ドメイン上で、ldm list-devicesコマンドを実行し、追加

されたハードウェアリソースの状態を確認し、ldm add-coreコマンドを実行して Oracleデー

タベースが稼働する論理ドメインに CPUコアを追加すます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
システムの運用を中断することなく CPUコアが物理パーティションに割り当てられること

が確認できました。 
CPUコアを段階的に追加していく場合は、同様の手順を繰り返します。 
 
 

XSCF> showcodusage 
Resource In Use Installed CoD Permitted Status 
-------- ------ --------- ------------- ------ 
PROC 16 64 64  OK: 48 cores available 
 
PPAR-ID/Resource In Use Installed Assigned 
---------------- ------ --------- -------------- 
0 – PROC 16 64 16 cores 
Unused – PROC 0 0 48 cores 

XSCF> setcod - p 0 - s cpu 64  

XSCF> showcodusage 
Resource In Use Installed CoD Permitted Status 
-------- ------ --------- ------------- ------ 
PROC 64 64 64 OK: 0 cores available 
 
PPAR-ID/Resource In Use Installed Assigned 
---------------- ------ --------- -------------- 
0 – PROC 64 64 64 cores 
Unused – PROC 0 0 0 cores 

# ldm list-devices 
CORE 
    ID   %FREE   CPUSET 
    128  100   (256, 257) 
    132   100   (264, 265) 
    136   100   (272, 273) 
    140   100   (280, 281) 
.... 
MEMORY 
    PA       SIZE    BOUND 
    0x700000000000     32G 
    0x720000000000     32G 
    0x740000000000     32G 
    0x760050000000     31488M 
.... 
 
# ldm add-core 48 OracleDB-domain 
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4.2.2    DR によるリソース追加によるリソース追加によるリソース追加によるリソース追加 

筐体中の CPUコアを全て有効化した後、さらにハードウェアリソースを追加する場合は、

DR による筐体追加を実施することになります。（図 10） 

 

 

図 10 DRによる SPARC M10-4Sの追加と PDBの追加 

 

DR による SPARC M10-4S筐体追加設定を以下に示します。 
SPARC M10-4Sの XSCFから現在の物理パーティション構成情報（PPAR構成情報）を確認

します。 

 

 

 
物理パーティション構成情報に追加する SPARC M10-4Sを登録します。 

 

 
設定した物理パーティション構成情報を確認します。 

 

 

 

 
SPARC M10-4Sの状態を確認します。 
下記では、新規に登録した SPARC M10-4S が 01-0として、システムボートプール状態に 
なっています。 

 

 

 

 
新規に登録した SPARC M10-4S（01-0）を、稼働中の物理パーティションに追加します。 

 

 

 

 

 

 

XSCF> showpcl -p 0 
PPAR-ID LSB PSB Status 
00 Running 

00 00-0 

XSCF> setpcl -p 0 -a 1=01-0 

XSCF> showpcl -p 0 
PPAR-ID LSB PSB Status 
00 Running 

00 00-0 
01 01-0 

XSCF> showboards -p 0 
PSB  PPAR-ID(LSB) Assignment Pwr Conn Conf Test Fau lt 
---- ------------ ----------- ---- ---- ---- ------ - -------- 
00-0 00(00) Assigned y y y Passed Normal 
01-0 SP Available n n n Passed  Normal 

XSCF> addboard -c configure -p 0 01-0 
PSB#01-0 will be configured into PPAR-ID 0. Continu e?[y|n] :y 
Start connecting PSB to PPAR. [3600sec] 
0..... 30..... 60..... 90.. ...120.....150.....180. ....210.....240..... 
270.....300.....330.....360.....390.....420.....450 .....480.....510.....  
540.....570.....600.....630.....660.....690.....720 .....750.....780.....  
810.....840.....870.....900.....930.....960.....end  
Connected PSB to PPAR. 
Start configuring PSB to Logical Domains (LDoms) Ma nager. [1800sec] 
0.....end 
Configured PSB to Logical Domains (LDoms) Manager. 
Operation has completed. 
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SPARC M10-4Sの状態を確認します。 

 

 

 

 
ここで、新規に登録した SPARC M10-4Sの CPUコアがアクティベーションされていない

場合は、「5.1 CPUコア アクティベーションによるリソース追加」と同様の設定を実施し、

新規登録した SPARC M10-4S上の CPUコアが使用可能な状態となるようにして下さい。 
また、筐体追加の場合メモリも追加可能となりますので、ldm add-memoryコマンドを実

行し、Oracleデータベースが稼働する論理ドメインにメモリを追加します。 

 

 

 
4.2.3    Oracle Database の操作の操作の操作の操作  

Solaris OSが認識している CPU情報を OS上から確認します。 

 

 

 

 

 

 

 
同様に、OSが認識しているメモリサイズを確認します。 

 

 
上記のように、SPARC M10-4Sの CPUコア アクティベーション機能や DRによるリソー

ス追加によって、Solaris OSが認識する CPU/メモリを動的に拡張することが可能です。 
 
続いて、Oracle 12c が認識する CPU/メモリ資源を確認します。 

まず CPUリソースについては、Solaris OSが認識している CPUリソースを自動的に Oracle
データベースが検知し、初期化パラメータ cpu_count（スレッド単位）を自動調整します。 

 

 

 

 

 

 

 

 
上記の例では、SPARC M10-4S(SPARC64 X+ CPUチップ)を使用し 16CPU/256コア(512スレ

XSCF> showboards -p 0 
PSB  PPAR-ID(LSB) Assignment Pwr Conn Conf Test Fau lt 
---- ------------ ----------- ---- ---- ---- ------ - -------- 
00-0 00(00) Assigned y y y Passed Normal 
01-0 00(01) Assigned y y y Passed Normal 

$ sqlplus / as sysdba 
… 
Connected to: 
Oracle Database 12c Enterprise Edition Release 12.1 .0.1.0 - 64bit Production  
With the Partitioning, Automatic Storage Management , OLAP, Advanced Analytics  
and Real Application Testing options 
 
SQL> show parameter cpu_count 
 
NAME TYPE VALUE  
------------------------------ ----------- -------- -------------------- 
cpu_count integer 512   

# psrinfo -vp 
The physical processor has 16 cores and 32 virtual processors (0-31) 
The core has 2 virtual processors (0 1) 
The core has 2 virtual processors (2 3) 
The core has 2 virtual processors (4 5) 
The core has 2 virtual processors (6 7) 
… 
SPARC64-X+ (chipid 0, clock 3700 MHz) 
The physical processor has 16 cores and 32 virtual processors (32-63) 
… 

# prtconf | grep Memory 
Memory size:  8388608 Megabytes 

# ldm set-memory 64G OracleDB-domain 1 
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ッド)を Solaris OSに割り当てた場合に、Oracle 12c が CPUスレッド数を自動認識している

状況を確認しています。 
 

次に、Oracle 12c が利用するメモリサイズの設定と確認をします。Oracle 12c が利用する

メモリサイズは自動変更されないため、初期化パラメータ memory_targetで調整します。 
（データベースには、動的拡張で使用する可能性のある最大のメモリサイズをあらかじめ

memory_max_targetパラメータに設定しておきます。Oracle 12c は、memory_max_targetの値

まで動的にメモリサイズを拡張できます。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
上記の通り、SPARC M10-4Sでは、CPU/メモリのハードウェアリソースが動的に増強可能

で、稼働中の Solaris OS/Oracle 12c も正しくリソースを認識することが可能です。 
 

Containar Dabase(CDB)が利用できる CPU/メモリが動的拡張されたので、CDB 上で稼働す

る Pluggable Database(PDB)を追加起動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
上記の例では、PDB003を追加起動し、その状態(OPEN MODE)が”READ WRITE”に設定さ

れていることが確認できます。 
 

SQL> show parameter memory_ 
 
NAME TYPE VALUE  
------------------------------ ----------- -------- ---------------------  
memory_max_target big integer 6144G 
memory_target big integer 3072G 
 
SQL> alter system set memory_target = 6144G; 
 
System altered. 
 
SQL> show parameter memory_ 
 
NAME TYPE VALUE  
------------------------------ ----------- -------- ---------------------  
memory_max_target big integer 6144G 
memory_target big integer 6144G 

SQL> alter pluggable database pdb003 open; 
 
Pluggable database altered. 
 
SQL> show pdbs 
 
    CON_ID CON_NAME                       OPEN MODE   RESTRICTED 
---------- ------------------------------ --------- - ---------- 
         2 PDB$SEED                       READ ONLY   NO 
         3 PDB001                         READ WRIT E NO 
         4 PDB002                         READ WRIT E NO 
         5 PDB003                         READ WRIT E NO 
… 

SQL> show pdbs 
 
    CON_ID CON_NAME                       OPEN MODE   RESTRICTED 
---------- ------------------------------ --------- - ---------- 
         2 PDB$SEED                       READ ONLY   NO 
         3 PDB001                         READ WRIT E NO 
         4 PDB002                         READ WRIT E NO 
… 
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本検証では、上述したリソース追加操作を実施し、下記のように段階的にリソースを追

加しながら、トランザクションの増加とレスポンスを測定しました。 
・SPARC M10-4S  1台の状態で CPUコアのリソース追加（16コアから 64コア） 
・SPARC M10-4S  1台づつの 2node RAC構成から開始し、両ノードに SPARC M10-4Sを 
1台づつ追加し、4台の SPARC M10-4Sで 1ノードを構成する RAC 環境まで拡大（図 11） 

 

 

図 11 DRによる SPARC M10-4Sと PDBの段階的な追加 

 
注- 本書に記載されているコマンドや設定項目、表示例は、あくまでも一例です。 
実際のシステムにおいては、その構成等により、必要な設定や表示が異なります。 
必ず、各種マニュアルをご参照下さい。 
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4.3    検証結果検証結果検証結果検証結果 

CPUコア アクティベーションによるリソース追加（16コアから 64コア）と DR による

リソース追加（2BB から 8BB）時のトランザクション処理量（TPS）と平均レスポンスタイ

ムを計測した。（表.1） リソースの追加と共に、平均レスポンスタイムは一定に保ちなが

ら、トランザクション処理量が増加しています。 

 

表 1 DRによる SPARC M10-4Sと PDBの段階的な追加 

 

しかし、リソースの追加を中断し負荷を継続して増加させると、平均レスポンスタイムは

悪化し、トランザクション処理量も増加しない結果となりました。（表 2） 

 

表 2 SPARC M10-4Sを 4BBまでのリソース追加で中断  

 
本結果より、Oracle Database 12c の Oracle Multitenant と SPARC M10-4Sの CPUコア アク

ティベーションおよび DR によるサーバリソース増強は、データベースの統合・拡張に、非

常に有効であることを実証できました。 
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5. 総括総括総括総括 

本検証から、Oracle Database 12c の Oracle Multitenant による PDB追加、SPARC M10-4S
の CPU コア アクティベーション機能、DR 機能によるリソース追加を利用することで、

稼働中のサーバ（Oracleデータベースのサービス）を停止することなく拡張することが確

認出来ました。 
 
Oracle Database 12c の Oracle Multitenantでのデータベース統合は、CPUの効率的な使用

や、メモリ使用領域、ストレージ I/O の削減などにより、必要なハードウェアリソースの

抑制、効率的な管理を実施するための機能により、投資の抑制や運用コストの削減が可

能です。 
また、SPARC M10-4Sは、高性能 CPU、大容量メモリが搭載可能で、さらにビジネス

の拡大や、他サーバを統合する段階に合わせて SPARC M10-4Sを 16台まで拡張できるた

め、初期導入費用を抑えることができ、ビジネス規模に合わせた適切な投資が可能です。 
 
それぞれの製品単体でご利用されても、従来製品以上のメリットが見込まれますが、

本資料で述べたように、Oracle Database 12c と SPARC M10-4Sで構築されたデータベース

サーバであれば、従来のデータベースの統合やビジネスの成長に合わせてパフォーマン

スを維持するためのデータベースの拡張・拡大が非常に簡易に実現できます。これは、

Oracle Database 12c と SPARC M10-4Sの相乗効果により、ソフトウェアやハードウェアの

費用に限らず、システムインテグレーション費用、運用・保守費用まで含めて、さらに

適切な投資が行えることになります。 
 
Oracle Database 12c と SPARC M10-4Sを組み合わせてデータベースサーバとすることは、

効率性、柔軟性、投資抑制、ICT コスト削減の面から、単なるデータベースサーバ統合の

基盤というだけではなく、新たなビジネスプロジェクトやサービスの開始時にデータベ

ースを迅速に提供できるデータベースクラウド基盤として、最適と言えるでしょう。 
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